
















間に着目した研究が行われている。2000 年 4 月に施行した介護保険制度に
よる介護等サービスの利用により、家族介護者の介護時間が減少している（清
水谷 , 野口 ,2003; 杉浦 , 荒山 ,2013; 黒田 ,2014）一方で、有職者の労働時
間は近年増加しており（黒田 ,2014）、平日の在宅時間も減少傾向にある（Ｎ
ＨＫ放送文化研究所 ,2016）。そうした中、家族介護者の休息や趣味などの
時間は、介護を行うために短縮する（永井 , 小西 ,2000）。また、高齢者の
介護に限らないが、就労している 40 代と 50 代の介護者の睡眠時間、収入
労働時間、「趣味娯楽」「スポーツ」「ボランティア活動社会参加活動」など
を含む社会的文化的活動時間等も、介護をしていない就労者よりも短い（伊
藤 ,2013）。人の生活時間は、１日 24 時間である。その 24 時間の中に労働、
女性就労者による要介護高齢者の
ケアを踏まえた生活の構築に関する研究


















に認知症がある場合は、介護時間が長くなる（清水谷 , 野口 ,2003; 大夛賀 ,




介護を手伝う家族の有無（直井 , 宮前 ,1995; 西向ら ,2002; 斎藤 , 津止 , 小木
曽 , 西野 ,2014）や介護等サービスとインフォーマル・サポートの有無（直井 ,






































調査対象者 4 名の年代は、50 代 2 名と 60 代 2 名であった。在宅でのケ


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































両立に関する調査報告（朝日生命 ,2012; 富士通マーケティング ,2015; 労働
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